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 [Overview and purpose of the course]
　歴史知は、現代世界が抱える諸問題をよりよく理解するうえで欠かせないのみならず、個々人を
現代世界とつなぐ役割を果たす。本講義では、「世界の構造化」、「国民という難問」、「記憶の
戦争」のテーマごとに西洋世界の近現代史を重層的に論じる。
　このことを通じて、一九・二〇世紀を中心に、様々な差別の生成・展開や、ナショナリズムの成
立と伝播、歴史認識をめぐる対立と和解について学び、いま私たちが生きている世界がどのように
して成立したのかを論理的に考える視座に立てるようになると同時に、一方的に支配や抑圧が広が
ったのではなく、いかにしてそれへの抵抗や自立の動きも生まれたのかも考察できるようになる。
暗記ではない歴史学の奥深さや意義について知ってもらうことが、本講義の目的である。

 [Course objectives]
　西洋近現代史の基礎知識を学ぶことを通じて、外国の文化や歴史に開かれた態度を取れるように
なるとともに、歴史学的視座にたって現代世界の問題を考察できるようになる。

 [Course schedule and contents)]
授業回数はフィードバックを含めて全15回とする。

１．イントロダクション

【A. 世界の構造化】
２．大西洋三角貿易
３．人権の創造
４．産業革命
５．帝国と植民地
６．帝国と国連

【B. 国民という難問】
７．フランス革命
８．「歴史なき民」
９．労働者インターナショナル
１０．第一次世界大戦

【C. 記憶の戦争】
１１．ロシア革命
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１２．ナチズム
１３．ホロコースト
１４．歴史と記憶

１５．フィードバック

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
期末筆記試験（100点）で評価する。論述形式で、講義内容の理解や、設問に対する解答の論理性
および独創性を評価する。

 [Textbooks]
Instructed during class
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
予習・復習は、授業で配布した資料を利用するとよい。授業中に紹介する文献や、図書館で関連す
る文献を自分でみつけ、読んでみることで、理解をさらに深めることができる。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


